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號

yA

を
#

論
•せ
ず

f

雖
、も、猶

'ほ
之
を
看
過
し
た
る

L
^
*
G
t
(
p
r
i
n
d
p
i
e
s
,

 

p. 

83)。

故
に

M
i
l
l

が
勢

M 

慣
値
說

'にRierdo,」

以
上
に
新

.た
に
加
へ
た
る
修
正
は
、熟
練
努
働
に
對
す
る
高
率
賃

M

が
勞
働 

»
ヒ
相

.並
ん
で
：價

«

形
成

.の

.要
素
た
る
乙
と
を
認

“め
し

1

事
に
存
す
る
も
の
な
り
。
之
ょ
り 

き

S
e
n
i
o
r

は
、
勞

«
,

量
と

價

値
ビ

の
比
例
を
破
る
原
因

ビ

し
'て
、地
代

^

、熟
鏘
勞
働
に

#

す
卜る 

特
に
高
率
な
、る
賃
：

.

.銀
と
の
ニ

’者
を
擧
ぐ
る
に
歸
着
す

.る
說
を
述

Y
、

雇
は
地
代
‘の
價
格
形
成 

要
素
た
る
こ

e
を
S

認
し
て
、一
步

R
i
c
a
r
d
o

に
：遠
ら
ん

ビ

し
た
れ
ど

;̂
>
，猶
ほ
賃
銀
が
’必

す

レ

も
 

勞
働
量
を
代

0

す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
認
め
て
，明
か
に

s
c
a
r
d
o

ょ
り
も

^
働

|1
攸
説 

に
遠
ざ
か
れ
り
。

'M
a
の
次
に
來

n
る

o
a
i
r
n
e
s

の
所
謂
木
競
爭
随

n
o
n
-
c
o
m
p
e
t
i
n
g

啗
。|

の
説 

は
、賃
銀

€

勞
働
量
を
の
失
比
例
を
論
す

‘る，乙
と

'|
£

に
：ー
般
の

®

緻
を
，加
ふ
る
も
の
な

b
r

(

未
党)

■

ノ
ブ
レ
ン

タ
ノ
：

敎
授
の
見
：

.る
處
に
よ
れ
：

ば
，
近
世
資
本
主
義
に
向
つ
て
對
立
的
關
係
を
有
せ
し
：：
 

V

の
は

»:
_

的
經

»

組
織
で
あ
る
、而
し
て
此
封
連
的
組
織
な
る
：

も
，

の
：は
曾
つ
て
佛

_
西
の
學

_ 

翁
に
よ
り
で
主
張
せ

&-
;
れ
し

如
ぎ
羅
坶
帝
.政
時
代
の
遺
物
^
る

_
 

bnefida 

milit
a
r
i
a

を
基
礎
ど 

t;
'

i

t

0に
あ
ら
ぎ

，る

レ
典
に
又

^

獨
逸
の
學
者
に
よ

K
V.て
論
せ
ら
れ
し
が
如
き
獨
逸
说
族 

身
有
の
產
物
に
あ
ら
す
し

V

寧
.ろ
自
給
自
足
を
以
て
特
色

.VJ

す
'る
自
然
經
濟
の
流
出
し
發
戚 

す
な
必
然
的
狀
腹
換
言
す
れ
ば
國
民
經
濟
が
輕
過
す
る

(:

必
要
な
る

'1

狐
の
階
段
を
示
せ
る 

が
の
で
あ
る
、斯
ぐ
て
封
建
制
度
な
る
も
の
は
之
れ
を
歐
洲
諸
國
に
求
め
得
る
ビ
共
に
小
亜
細 

ff
i!
二
冷
て
も

-日
本
に
於
て
も
典
他
。
へル

I
、メキ

'

V
f
i

等
に
於
て
，％
之
れ
が
史
的
瞪
左
を
求
め 

#

る
：の
で
あ
る
、

而

し
て
封

建

的
經
濟
組
織

V

資

：本

.
主

義的
經
濟
紙
織
の

#,
に
異
な
る
®
を
考

策
十
六
盤
2

0
九
七)

i
l

い
鄱
パ
：
近
仳
資
水
虫
義
趙
澉
考
續
输
_
:
:
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第八雛
 

f

.

察
.

す
'

る
i

ぅ
.

つ
f

者
に
あ

^

V

て
は
其
主

«

原
則
ビ
す
る
處
は
所
謂
知
行
制
^
に
ょ
り
て
吾
人

 

の
.出に

 

一
s 'の

：：

ま
：從
關
係
を
求
め
ん
ど
す
る
も
の
に
し
て
即
ち
土
地
其
他
の
も
の
に
關
す
る

 

使
パ
桃
の
用
布
者
は

_

の
使
用
掃
を
他
人

{:
委
す
る
こ
と
に
ょ
り
て
多
少
の
義
務
的
給
付
を

 

:

求
め
ん
ビ
す
る
も

.

の〉

で

、
此

：
場

；
合

{ :
:

於
け
る

(

兩

考

：
の

關

係

.

は
極
：め
て
信
義
的
で
依
り
.て
以

 

:

に
相
助

.

け
ん
と
す
る
，も
の
で
あ
る
、以
上
、封
建
制
度
に
對
し
て
全
く
之
れ
に
反
對
す
る
狀
態

|:

:

置
か
れ
し
も
の
は
資
本
主
義
的
經
濟
細
織
で
ぁ
る
、即
ち
此
組
織
に
あ
ヶ
て
最
も
重
要
視
せ
ら 

:る
-;
:、
も
の
は

#
者
に
见
る
が
如
き
土
地
で
な
く
て

.寧ろ
貨
胳
で
あ

■る？換
言

す

れ

ば

貨

1?
は
此 

場

'合に
あ
り
て
は
：最
も
必
耍
な

：
る
生
產
的
手

®
で
あ
る
、今
、生

產

狀

態

？
勞

カ

關

係

上

か

ら

雨 

考

の

相

逄

纖

を

考

ふ

る

に

先

づ

生

產

：狀

廳

に

一

就

.

S

そ
は
後
者
即
ち
資
本
主
義
的
經
濟
組
織
は 

#
#
R見る
が
如
き
隹
に
自
己
慾

の̂
一
滿
足
又
た
は
自
己

0:
«
要
洁
の
み
を
生
產
す

•る
,:
の
'.で

:: 

な
く
て
寧
ろ

其

农
め
ん
と
す
る
處
は
：吾
入
の
愁
齒
を
滿
足
せ
し
む
る
に
必
®
な
る
手
段
た
る 

資
金
の
獾
得
即
ち
金
儲
あ
で
る
、

11
:

に
勞
カ

±

1

ち
兩
紙
織
を
觀
察
す
る
に
前
遨
に
あ
つ
て
は

:
 

勞
カ
は
主
と
し
て

.

奴

隸

に

て

：供
給
せ
ら
る
、
か
、然
ら
す
ん
ば
土
地
其
他
の

^

產
の
，使

) « 

籽
を

S :

ね
ら
れ
し
者
の
義
務
的
行
爲
と
し
て
存
せ
し
も
の
で
あ
る
が
、後

^

は
.之
れ
に
反
し
て

,
& '

由
'I

大
約

•

に
J ；
づ
ぐ
き
曲
勞
儆
乾
で

f

は
封
建
組

|

織
，
0

場
合
の
如
き
主
從
の
恩
恵
的
關
係

 

に
依
る
の
：で
な
ぐ
て
寧
ろ
純
乎

.

た
：る
現
.金
支
拂
の
狀
德
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

J ‘
以
上
擧
げ
、し
資
本
主

.義
的
經
一
營
，の
：原
始
，的

形

體

ビ

し

て

ブ

レ

ン

タ
ノ

敎
授
は
商
業
を
指
摘 

6

て
居

-る

0
で
*;
る
が

.試
み

.に
原
：始
的
民
族
又
^
は
古
代
民
族
に
就
き
て
見
る
に
前
表
の
典 

I

る
濠
洲

.主

f

き
何

.れ
も
频
繁
，に

.交
換
せ
ら
れ
、殊
に
昔
時
ょ
り
ム

ー

レ
ィ
及
グ
广
バ
ン
の
.種
族
は
マ
ク
ン

ト

、 

ゥ
ー
ヰ
リ
ャ
ム
附
近
の

「

石
坑
ゐ
リ
採
掘
せ

1>
的
綠
装
を
以
て
多

ft
の
丨
石
槍
ビ
交
換
し
、又
た
.濠
洲 

の
'南
來
部
に

.住
す
る
ジ

「

ャ
ジ
ャ
ク
ぺ
ン
，

V

族

0
^
,子
は
：シ
；
ャ
ロ
：
ッ
パ
テ
；平

原

陨

近

の

石

^
,
ょ
り 

石

^

の
材
料
に
供
せ

.，ら

.る
、
石

.材
：を
市
場
に
運

.

.搬
し

.石
槍
歡
皮
、

^

子
用
前
垂
、版

.輸

.等
ミ
交
換 

ハ
す
'る
'
を
#.
と
す
る
0
.で
.あ
：
る
、其
他
、東
.部
：諸
：種
：族
：ビ
西
部
及
南
：部
諸
.秘
族
と
が
商
業
上
の
■中
心 

た
：る
コ
ッ
ぺ
グ
マ
ナ

‘に
於
て
交
換
す
る
狀
態
を
見
る
に
前
者
は
多
く
盾
、木
製
品
等
を
#
ら
し 

後

*

は
■石
材
を

-以
て
す
る
の
で

.あ

.る、又
、ク

4-
ン
ス
ー
フ
ン
ド
に
，て
も
石
材
は
最
も
重
要

a
;る
商 

品
ビ
見
做
さ
；れ
で
居
る
の
で
：あ

」

る
®?
:
く

'

の
如
く
 

.石
材
が
重
：要
.：な
ろ
.交
.換
：的
袁
義
を
；有
す
る
結 

采
之
れ
を
轉
賣
し
て
利
益
を

.求
め
ん
と
す
る
商
人
を
生
む
じ
至
つ

.た
の
'で
あ
る
、デ
、

チ
•
リ
ー 
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論
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近

世

賢

本

虫

鞔

趄

腺

考

續

諫
 

f

 

- 

5

J 

'族
が
郎
ち
そ
れ
で
あ
る
、彼
等
は
終
生
轉
賣
の
業

「

務
に
服
し
、各
自
の
商
品
を
長
ぐ
手
許
に
装
带 

:

す
る

.
乙
ビ
な
く
：其
前
；

0

に

；
仕

入

れ

し

，も.の

は

，
一®

,
に

：
其
‘
®

日
に

.
多
少
の
利
益
を
得
て
他
.に
弯
却 

す
る
の
で
あ
る
、斯
く
の
如

_

は
明
が

1;
:
ー
«
の
商
行
爲
が
原
始
运
族
間
に
存
せ
る
乙
と
を
女 

證
す
る
も
の
で
あ
る
、

31
に

-&-.
代

；
民

、族

に

；
就.キ

て

見

る

.
に

彼

の

歷.：史
的
起
，源：の
最
も
古
き
サ
ン 

ス
ク
リ
ッ
ト
の
吾
人
に
示
す
處
に
ょ
れ
ば
價

.

.格

に

v

i

r
な
る
語
.が
あ
，

b

、又、

ト

ル
コ
、タ
ー
タ 

.
1」

語
に
あ

'
つ
て

-^
價
，値

.を

'

$
叫
値
段
を

-

^
ヒ

^
^
 ̂

の
で
あ
る
。

何
ほ
今
を
去
る
約
四

.- 

.

千

.：年

の

昔

に

於

)

て

：

ヴ

ム

：
ラ

ノ

ビ

法
 

ス
メ
 

 ̂

R
 

族

0 ,
,商

行

爲

に

；就

_

て
：見

る

に

、そ

の

最

も

著

し

き

歟

 

東

方

印

度

.方

面

と

.

の
.取
引
で
、彼
：等
ば
：其

_

內
に
奪
せ
し
農
康
物
及
エ
業
品
を
輸
出
す
る

<̂
共

に

當

時

、电
國
內
に 

缺
乏
せ
し
石
材
鑛

.物
、木

材

象

牙

4

毛
等
を
輸
入
し
た
の
で
あ
る
、

™

し
て
斯
く
の
如
&
對
外
的 

取
引
に

.
於

七

常

に

，大
な
：る

.
便

益

與
：：

へ

.し
も
：の

は

其

國

內

を

縱

橫

に

；貰

：通

'せ

る

M

M

で 

運

河

の

中

、大

な

る

も

の

、
附

近

に

は

倉

庫

SI1
0
.
S

が
設
け
ら
れ
て
運
輸
上
の
手
數
を
省
き
し

■乙

:
: 

W

は
十

.七

«

紀

に

於

げ

石

，和
蘭

.の

«

濟
的
活

.動
に

^

た
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
、次
ぎ
に

：
.

普

0
,
德

.

«
の
«

び
し

_

:#

衆
奭
傅
は
へ
我
邦
古
^
^

. 

• 

.

.

.
 

.

•

 

.

 

-

 

■

 

•

 

•

 

:

 

.

.

.

 

.

.

. 

.

.

.

.

1-

史
料
で
あ
る
が
、

»

記
事
中
に
，今：の
北
部
九
州
に
就

5

て
鹵
々
荷

Ti
t

、交
易
街
無
、使
大
倭
盈
之

」

ビ 

:

あ
る
が
、
® :
等
の
交

#

中
に
は

.1

種
の
.

對
外
的
取
引
も
存
せ
し
己
ビ

V

思
ふ
。
次
ぎ
に
ブ
レ
ン 

タ
ノ
敎
授
が
第
二
の
資
本
主

_

的
營
利
形
體
ど
：し
て
指
摘
せ

る

も

の
は
利
子
を
目
的
ビ
せ
る 

資
本
貸
與
の
形
式
で
あ
る
、只
だ
同
敎
授
は

» f
く
の
如

&

現
象
_は
其
初
期
に
於 

一
民
族 

間
R

は
之
れ
を
禁

A

せ
し
傾
向

P

P

ビ.
な
す
も
、此
點
は
必
ず
し
も
嚴
密
に
區
別
す
る
こ
と
能 

は
ざ
る
が
如
き
で
：あ
る
、現
に
吾
人
が

.
前
に
述
べ
し
ス
メ
ル
民
族
に
就
き
て
見
る
も
彼
等
は

®!

.が
に
同
族
問
に
此

〔

行
爲
を
練

9

返
せ
し
が
如
き
で
あ
る
、即
ち
當
時
に
於

 

一

ヶ
月 

;;
に：U

割
乃
钜
ニ
割
五
分
を

®
し

た

の

で

あ

る

，が

»

く
の
如
き
は
明
か
に
當

.時

.
P

於
て
資
金
に 

對
す
る
需
耍
の
旺
碰

«
:

り
し
こ
：と

、
又
、其
間̂
投
資
：上
の
：危

險

性

の

甚

し

^
^

も
の
で
あ
る
、次
ぎ
に
古
代
印
度
の
最
も
有
力
な
る
：史
料
に
ア

,

タ
サ-ス

ト

ラ
な
る
も
の
が
あ

:
 

'
.
.
.
- 

: 

• 

.

.
-

る、此
著
は
西
曆
紀
元

.
前」

四
世
：紀
：頃
；國

家

を

組

織

せ
 ̂

ド
ラ
'
タ
ブ
タ
の
大

E

^

り
し
チ
：
 

ャ
ナ
ク
ャ
の
著
す
處
で
—

.著
に
ょ
み
て
考
察
す
る
に
利
子
は
同
族
間
に
於
て
も
別
に
禁
せ

:ら
る
、
こ
ビ
な
く
、其
利
率
は
普
通
の
場
合
に
於
て
は

1

年
.

一

割
五
分
ビ
规
定
せ
ら
れ
た
の
で

: 

,
»
. 

.

. 

, 

•
•
•

あ
る

が
、擔
保
品
な
&
も
の
は
時
に
六

®

の
高
率
に
達
せ
し
場
合
少
く
な

い
.

の
で
あ
る
。

(

未
完

)
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